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日本発、全世界へ !!
スポートロジーの発展のために－

国際スポートロジー学会 -International Academy of Sportology- のご案内

● “ スポーツを総合的に科学する ”新たな学問体系－「スポートロジー」の構築
●第１回学術集会を 2011 年 3月 5日（土）に東京にて開催、現在一般演題を募集中

「スポートロジー（Sportology）」は、単なるスポーツ医科学ではなく、「世界中の人々が真に健康に
過ごすために何をすべきか」を考える学問体系であり、思想でもあります。「スポーツ」を科学
すべく、身体活動をキーワードにして、哲学・心理学・脳科学・基礎医学など多彩な学問領域を
深化させ、同一視点で統合することによって盛り上げていくべき新しい学問体系です。これらの
主旨を具現化する場を創造・提供し、より効果的・効率的に学術成果を社会にフィードバックする
ための新たな学会として、国際スポートロジー学会は発足しました。生活習慣病が健康寿命を
脅かす今日、各分野での成果を体系化し、オールジャパンの知として結集するとともに、全世界に
向けてメッセージとして発信していきたいと思います。

    ぜひご入会いただき、第１回学術集会にご参加ください。

Prof. Alan D. Cherrington
　　    (Vanderbilt University)
https://medschool.mc.vanderbilt.edu/facultydata/php_files/part_dept/show_part.php?id3=748

   講演テーマ：    The  Interaction  between  Insulin  and  Glucagon  in  the  Control  of  Glucose 
   Production during Exercise

一般演題募集中！

                             第１回学術集会トピックス

特別講演３の演者として来日が決まっている Chrrington 先生は、アメリカ糖尿病学会会長も
務められた糖尿病学の世界的権威で、生活習慣病の発症・進展抑制における運動の重要性を
科学的に解説していただけるものと期待されます。

What’ s fascinating!!  


